
期
日
・
期
間

期

Ｈ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｆ
Ａ
Ｘ
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

時
間

時

場
所

場

対
象
・
資
格

対

内
容

内

定
員
・
募
集
人
数

定

費
用

￥

持
ち
物

持

申
し
込
み

申

問
い
合
わ
せ

問
　
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
う
う
え

で
、
必
要
な
知
識
と
実
践
的
な
技

術
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

期
・
時
・
内
＝
下
表
の
と
お
り

場
保
健
福
祉
会
館
５
０
２
会
議
室

対
協
力
会
員
と
し
て
活
動
が
で
き

る
人
、
ま
た
は
活
動
に
興
味
が
あ

る
人

定
20
人(

先
着
順)

申
10
月
23
日(

金)

ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
申
込
専
用

フ
ォ
ー
ム(

下
の
二

次
元
コ
ー
ド)

で
桐

生
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー(

☎

55
０
１
１
０)

へ
。

種別 期日 時間 内容

育児
サポート

11月12日（木）９：30～ 12：00 ファミリーサポートセンターの活動について (入会説明会含む）
11月13日（金）13：00～ 16：30 昨今の子育て事情 (児童虐待、ヤングケアラーなど）
11月16日（月）

９：30～ 16：30
保育の心、子どもの体と心の発達・生活・遊び

11月18日（水） 子どもの事故と安全管理、応急処置 (リスクマネジメント）
11月19日（木） 小児の病気の特性、病児の観察とケア感染予防

高齢者
サポート 11月24日（火）

９：30～ 10：30 高齢者サポート入会説明会
10：30～ 12：30 健康生活支援講習 (高齢期に起こりやすい事故の予防と対応、食事・排せつ）
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①放課後児童
　クラブへお
　迎えに行き
　ます

②出発前に　
　シートベル
　トのチェッ
　クをします

③目的地到着
　後は周囲の
　安全を確か
　めて

④習い事など
　教室まで送
　り終了です

▲協力会員講習会の様子▲協力会員講習会の様子

クラブで宿題おわらせたよ

シートベルトできているか
チェックするよ

気を付けてね

いってきます

いってらっしゃい
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特定保健指導特定保健指導
「カラダ改善サポートコース」「カラダ改善サポートコース」を利用しましょうを利用しましょう
　わたらせ健診や国保人間ドックの結果、メタボリわたらせ健診や国保人間ドックの結果、メタボリ
ックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予防や改善がックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予防や改善が
必要な人を対象に「カラダ改善サポートコースのご必要な人を対象に「カラダ改善サポートコースのご
案内」を郵送します。３か月後に理想の体重や腹囲案内」を郵送します。３か月後に理想の体重や腹囲

になれるよう、ぜひご利用ください。になれるよう、ぜひご利用ください。
対わたらせ健康診査や国保人間ドックの結果で下の
「対象者の判定表」に該当する人「対象者の判定表」に該当する人
問健康地域医療課成人保健係（☎44 ‐ 8247）

腹囲
追加リスク※

喫煙歴
年齢・コースの種類

①血圧 ②脂質 ③血糖 40 ～ 64歳 65 ～ 73歳

・男性：85センチメートル以上
・女性：90センチメートル以上
※ 内臓脂肪の面積測定がある場合には、内臓脂

肪の面積が100平方センチメートル以上

2つ以上該当
積極的支援  　動機付け

 　支援1つ該当
あり

なし 動機付け支援

上記（男性85センチメートル以上、女性90セン
チメートル以上）以外で、ＢＭＩが25以上

３つ該当
積極的支援

 　動機付け
 　支援2つ該当

あり

なし
動機付け支援

1つ該当

※追加リスクの基準＝①血圧：収縮期血圧が 130mmHg 以上または拡張期血圧が 85mmHg 以上
　　　　　　　　　　②脂質：空腹時中性脂肪量が 150mg/dl 以上または HDL コレステロールの量が 40mg/dl 未満
　　　　　　　　　　③血糖：空腹時血糖値が 100mg/dl 以上またはヘモグロビン A

エーワンシー

1c（NGSP 値）5.6 パーセント以上
　　　　　　　　　　　※ mmHg ＝ミリメートルエイチジー、mg/dl ＝ミリグラムパーデシリットル

対象者の判定表

　以前よりも運動する機会が減り、
体重も増えてきたと感じていた時に、
このコースの案内がありました。「や
らなきゃ」と思っていても、一人で
はなかなか始めることができなかっ
たので、この機会を活用してみよう
と思いました。自身の生活を見直し、
ウォーキングや食事に気を付けるな

どの取り組みを続け、約１か月から
効果を感じ始めました。最終的に３
キログラムの減量に成功し、現在も
生活習慣に気を付けています。今回
の利用をきっかけとして、「自分の
健康のため」に頑張れたことは、自
信にもつながりました。（Ｈさん・
70代女性）

利用者の声

メリットがたくさんあります！

市内の指定フィットネス施設で、無料で３回
の運動指導を受けることができます。

100点チャレンジの特典がもらえます。（同
年度１人１回まで）

生活習慣を改善でき、健康的な生活を送るこ
とができます。

将来にかかる医療費や通院時間が節約でき、
病気の重症化予防ができます。

集団検診当日に特定保健指導を利用できます。
該当する人に当日案内します。
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